
市 議 会 だ よ り 第２６６号（7） 2024年（令和６年）11月９日

　

市
議
会
は
、
令
和
６
年
９
月
17
日
及

び
18
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開

き
、
令
和
５
年
度
市
川
市
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
決
算
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

 

特
別
委
員
会
で
は
、
本
決
算
に
対
す

る
監
査
委
員
の
意
見
に
つ
い
て
、
監

査
委
員
の
出
席
を
求
め
て
質
疑
を
行
っ

た
他
、
決
算
書
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、

議
決
し
た
予
算
に
基
づ
く
執
行
状
況
や

行
政
効
果
等
を
中
心
に
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

　

審
査
終
了
後
、
本
会
議
に
お
い
て
特

別
委
員
会
で
の
審
査
に
関
す
る
報
告
が

な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
議
会
は
本
決

算
を
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

【
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
】

問　
本
市
と
同
じ
人
口
規
模
で
あ
る
近

隣
他
市
が
地
方
交
付
税
の
交
付
団
体
で

あ
る
中
、
本
市
は
平
成
27
年
度
か
ら
、

９
年
連
続
で
不
交
付
団
体
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
の
か
。

答　
市
の
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
収

入
が
、
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
堅
調

で
あ
り
、
物
価
高
騰
等
の
状
況
下
に
お

い
て
も
、
安
定
的
に
収
入
さ
れ
た
結
果
、

過
去
最
高
額
の
９
０
７
億
６
２
０
０
万

円
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
市

税
収
入
が
、
本
市
が
不
交
付
団
体
で
あ

る
こ
と
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
一
般
会
計
歳
出
民
生
費
の
う
ち
、

保
育
士
確
保
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
予

算
現
額
に
対
し
て
、
決
算
額
が
少
な
く

な
っ
た
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
主
な
理
由
と
し
て
は
、
保
育
士
宿

舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
に
お
い
て
、
当

初
、
７
１
３
人
の
利
用
を
想
定
し
て
い

た
が
、
実
際
に
は
、
利
用
者
が
６
４
２

人
と
な
り
、
想
定
よ
り
も
71
人
少
な
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
当

初
想
定
し
た
利
用
人
数
は
、
過
去
の
実

績
を
基
に
算
出
し
て
い
る
が
、
実
家
や

市
外
か
ら
通
勤
す
る
者
な
ど
が
い
た
こ

と
に
よ
り
、
実
際
の
利
用
者
が
少
な
く

な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

令
和
５
年
度
決
算

―
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

冨
家
薫
議
員
（
チ
ー
ム
い
ち
か
わ
）

　

行
徳
鳥
獣
保
護
区
周
辺
で
は

カ
ワ
ウ
の
ふ
ん
被
害
が
ひ
ど
く
、

市
で
は
県
と
連
携
し
て
対
策
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
は
、
県
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
大
規
模
な
対
策
を
講

じ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

答　
県
の
行
う
具
体
的
な
作
業

内
容
と
し
て
は
、
ふ
ん
被
害
が

多
い
保
護
区
内
の
北
東
側
に
あ

る
、
主
に
枯
死
し
た
５
０
０
本

を
超
え
る
樹
木
の
伐
採
な
ど
で

あ
り
、
既
に
６
年
９
月
上
旬
か

ら
作
業
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
伐
採
に

よ
り
行
き
場
を
失
っ
た
カ
ワ
ウ

を
保
護
区
内
に
誘
導
す
る
た
め

の
や
ぐ
ら
を
５
基
設
置
す
る
な

ど
の
対
策
を
10
月
末
ま
で
に
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

カワウのふん
被害対策

その具体的な内容は
枯死した樹木の伐採ややぐらを設置

環 境特 別 委 員 会 の 視 察
議会改革特別委員会

【日　程】
令和６年７月３日～４日

【視察地及び視察項目】
・芦屋市、枚方市
　　議会のＩＣＴ化／議会における事業継続計画（ＢＣＰ）

【主な視察内容】
　芦屋市では、タブレット端末及び文書共有シス
テムを議会・執行機関で導入したほか、議場にデ
ィスプレイを設置し、活用することで、傍聴者に
対して、より分かりやすい議会運営を行っている。

　枚方市では、大規模災害等発生時に市議会とし
ての機能を適切に発揮すること等を目的とした、
「枚方市議会業務継続計画（ＢＣＰ）」を策定し、
災害訓練を実施する等、体制の強化を図っている。

芦　屋　市

　令和６年10月２日、４人の議員から「本市入札参加業者との間において個人的

な利害関係に立たないことを徹底するとともに、議会運営の公正を保障し、事

務執行の適正を確保することを宣誓する決議について」が提出されました。

　本決議案は、同年７月、本市の職員が収賄と官製談合防止法違反の疑いで逮

捕されたことを受け、本市入札参加業者との間において個人的な利害関係に立

たないことを徹底するとともに、議会運営の公正を保障し、事務執行の適正を

確保することを宣言するものです。

　採決の結果、議会はこれを可決しました。

議 会 運 営 の 公 正 を 保 障 し、 事 務 執 行 の 適 正 を
確 保 す る こ と を 宣 誓 す る 決 議 案 を 可 決

　令和６年９月27日、９人の議員から「自身が飲んだアルコール飲料の空き缶を

公共交通機関である路線バス車内にポイ捨てする行為を繰り返した門田直人議

員に対し、猛省を促すとともに、市議会議員としての自覚を求める決議について」

が提出されました。

　本決議案は、門田直人議員が本行為を繰り返したことにより、バスの運転士

から注意を受けたことが確認されたことから、同様の行為を２度と繰り返すこ

とのないよう猛省を促すとともに、市議会議員としての自覚を求めるものです。

　採決の結果、議会はこれを可決しました。

門 田 直 人 議 員 に 対 し
猛 省 を 促 す 決 議 案 を 可 決

９月定例会　議案等の審議結果一覧（９月24日付け会派の所属議員の変更後）
件　　　　　　　名 各 会 派 の 賛 否

審
　
議
　
結
　
果

創

生

市

川

公

明

党

日

本

共

産

党

市

民

ク

ラ

ブ

自
由
民
主
の
会

チ
ー
ム
い
ち
か
わ

市
川
維
新
の
会

無

所

属

の

会

清
風
い
ち
か
わ

参

政

党

れ
い
わ
新
選
組

市

民

の

力
〇市長提出
認　定 第１号 令和５年度市川市一般会計、特別会計及び公営企業会計決算の認定について ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

〇議員提出
発　議 第５号 自身が飲んだアルコール飲料の空き缶を公共交通機関である路線バス車内にポイ捨てする行為を繰り返した門田直人議員に対し、猛省を

促すとともに、市議会議員としての自覚を求める決議について（＊） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 可　決
６号 慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の潜在的な患者に対する適切な対応を求める意見書の提出について ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ △ ○ ╳ ○ ○ 可　決
７号 自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書の提出について ○ ○ ╳ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 可　決
８号 国における２０２５年度教育予算拡充に関する意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
９号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
10号 市制施行90周年の節目に当たり、世界の恒久平和と安全の確立に向けて引き続き尽力していくことを誓う決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
11号 米兵による性的暴行事件への再発防止措置を求める意見書の提出について ╳╳ ○ ○ ╳╳ ○ ○ ╳╳ ○ ○ 否　決
12号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書の提出について ╳╳ ○ ○ ╳ ○ ╳ ○ ╳╳ ○ ○ 否　決
13号 畜産動物の動物福祉を推進するための補助金拡充を求める意見書の提出について ╳╳ ○ △ ╳╳╳ △ ╳╳ ○ ○ 否　決
14号 気温上昇１．５度目標の実現を目指すことを求める意見書の提出について ╳╳ ○ △ ╳╳╳ △ ╳╳ ○ ○ 否　決
15号 訪問介護費の引下げ撤回と、介護報酬引上げの再改定を早急に行うことを求める意見書の提出について ╳╳ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ╳╳ ○ ○ 否　決
16号 本市入札参加業者との間において個人的な利害関係に立たないことを徹底するとともに、議会運営の公正を保障し、事務執行の適正を確

保することを宣誓する決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

※出席した会派の議員全員が、賛成：○、反対：╳、出席した会派の議員の一部が賛成・一部が反対：△　　　
※（＊）については、議題の対象となった議員は、地方自治法第１１７条により除斥されたため、その議事に参与しません。
※９月24日付けで会派の所属議員の変更があったことから、審議結果一覧を２つの表にしています。変更前の審議結果は８面に掲載しています。
※議案の全文及び議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。


